
子どもたちにとって、学校(学級)は、魅力ある場所になっていますか？
魅力ある学校(学級)づくりの取り組みとそれを支える学校体制が構築されているか、
また、機能しているかを確認してみましょう。(図中の□にチェックを入れてみましょう）

・わかる授業

・絆をつくる場

・道徳、特別活動の充実

・各種研修、研究

・発達障害への理解

・一貫した生徒指導

魅力ある学校・学級づくり

・学習、生活場面

・部活動・保健室

・放課後の様子

教職員の資質向上
居場所のある学級

児童・生徒理解

・家庭、地域での様子 ・職員室の雰囲気づくり

○管理職

□ リーダーシップを

とり、組織として動

きやすい体制が確立

されている。

○養護教諭

□ 健康相談活動記録

が整備されている。

□ 保健室は子どもの

心の居場所になって

いる。

□ 保健室の情報は校

内で活用されている

○不登校対応(担当)教員

□ 不登校対策のためのチー

ムを組織している。

□ 早期発見のためのアンケ

ート調査などを定期的に行

っている。

□ 不登校児童生徒状況や対

応を的確にしている。

□ 家庭訪問など具体的な対

応をするための支援体制と

しての教職員の役割分担を

的確にしている。

□ ｢教育相談票｣｢個人カル

テ｣等､不登校児童生徒に対

応するための指導支援資料

を作成･保管している。

○スクールカウンセラー・

子どもと親の相談員等の

相談員

□ システムが明確であり、

教職員、児童生徒、保護者

が相談しやすい。

□ 教職員と相談員との連携

がとれている。(教育相談
担当が児童生徒の状況に合

わせて繋いでいる。)
□ 相談室の情報を共有し、

全教職員が関わっている。

○専門機関

□ 子どもの実態に応じた

専門機関の情報が整理さ

れている。

○小中連携

□ 小中合同で開催する

不適応対策委員会を設

定している。

□ 情報交換だけでなく

小中学校が共通した認

識、視点を持つような

連携や取り組みをして

いる。

○教職員集団

□ 職員間で子どもの情報

が共有され、共通理解が

なされている。

□ 職員会議や研修会の開

催で□ 子どもの実態、

不登校生への対策

が学校全体の問題として

きめ細かく、柔軟な対応のできる体制

□ 体制づくりの

かなめ役が明確

に位置づけられ

ている。

コーディネーター

→情報連携から

行動連携へ

必要に応じて、対策委員会や支援チームを組織し、協議するなどして、機を逃さない対

応ができる。→各学校の実態に合わせたきめの細かい、柔軟な体制づくりが重要です｡

５ 生徒指導（校内体制）資料編 ～ 一人ひとりの子どもに
きめ細かく柔軟な対応を ～

○家庭・地域

□ 保護者の思いや地域

の声が届きやすいよう

に、開かれた学校づく

りがなされている。

□ 保護者が相談しやす

い環境づくりや情報発

信がなされている。


